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漢賦に記された物名と其の漢字及び字典

中
国
古
文
献
に
現
れ
た
字
書

　

前
稿
で
も
引
用
し
た
が
、『
漢
書
・
藝
文
志
』
に
、

　

古
者
八
歲
入
小
學
、
故
周
官
保
氏
掌
養
國
子
、

之
六
書
、
謂

象
形
、
象
事
、
象
意
、
象
聲
、
轉
注
、
假
借
、
造
字
之
本
也
。
漢

興
、
蕭
何
草
律
、
亦
著
其
法
、
曰
、
太
史
試
學
童
、
能
諷
書
九
千

字
以
上
、
乃
得
爲
史
。
又
以
六
體
試
之
、
課
最
者
以
爲
尚
書
御
史

史
書
令
史
。
吏
民
上
書
、
字
或
不
正
、
輒

劾
。
六
體
者
、
古

文
、
奇
字
、
篆
書
、
隷
書
、
繆
書
、
蟲
書
、
皆
所
以
通
知
古
今
文

字
、
摹
印
章
、
書
幡
信
也
。
古
制
、
書
必
同
文
、
不
知
則
闕
、
問

諸
故
老
、
至
於
衰
世
、
是
非
無
正
、
人
用
其
私
。
故
孔
子
曰
、
吾

猶
及
之
闕
文
也
、
今
亡
矣
夫
、
蓋
傷
其
漸
不
正
。（
古
く
は
八
歲

に
し
て
小
學
に
入
る
。
故
に
周
官
の
保
氏
は
掌
し
て
國
子
を
養

ひ
、
之
に
六
書
を

ふ
。
象
形
、
象
事
、
象
意
、
象
聲
、
轉
注
、

假
借
と
謂
ひ
、
造
字
の
本
な
り
。
漢
興
り
、
蕭
律
を
草
し
、
亦
た

其
の
法
を
著
し
て
曰
く
、
太
史
學
童
を
試
る
に
、
能
く
諷
し
て
九

千
字
以
上
書
せ
ば
、
乃
ち
史
と
爲
る
を
得
る
。
又
た
六
體
を
以
て

之
を
試
る
に
、
最
を
課
史
た
る
者
は
以
て
尚
書
御
史
、
史
書
、
令

史
と
爲
る
。
吏
民
書
を
上
げ
て
、
字
或
ひ
は
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
、

輒
ち

げ
て
劾
す
。
六
體
と
は
、
古
文
、
奇
字
、
篆
書
、
隷
書
、

繆
書
、
蟲
書
、
皆
以
て
古
今
の
文
字
を
知
る
に
通
ず
る
所
な
り
、

印
章
を
摹
し
、
幡
信
を
書
す
る
也
。
古
制
で
は
、
書
は
必
ず
文
を

同
じ
く
、
知
ら
ざ
れ
ば
則
ち
闕
、
諸
を
古
老
に
問
ひ
て
、
衰
世
に

至
り
、
是
れ
正
し
き
無
き
に
非
ら
ず
、
人
其
の
私
を
用
ふ
。
故
に

孔
子
曰
く
、
吾
猶
ほ
之
を
闕
文
に
及
ぶ
な
り
、
今
亡
す
る
は
、
蓋

し
其
れ
を
傷
み
て
漸
ら
く
正
さ
ず
。）

　

と
あ
る
。
此
処
に
言
う
「
古
者
八
歲
入
小
學
」
と
は
、
今
我
々

�
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典

髙　
　

橋　
　

庸
一
郎

漢賦に記された物名と其の漢字及び字典

Page:1無断転載禁止　



阪南論集　人文・自然科学編Mar. 2009

三 二三 二

阪南論集　人文・自然科学編Mar. 2009

二

が
言
う
と
こ
ろ
の
、「
小
学
校
に
入
る
」
と
は
違
う
と
言
う
こ
と

は
解
か
っ
て
も
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
解
か
ら
な
い
。
た
だ
下
文

に
、「
六
書
を

え
る
」
と
い
う
こ
と
が
出
て
く
る
の
と
、
又

「
六
體
字
」
に
つ
い
て
も
其
の
六
書
に
つ
い
て
か
な
り
詳
し
く
解

説
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
尚
書
・
御
史
・
令
史
と
な
る
た
め

に
文
字
を
九
千
字
以
上
知
ら
な
い
と
な
れ
な
い
と
も
書
い
て
あ
っ

た
り
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
小
學
」
と
は
恐
ら
く
文
字
を

教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
は
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
九

千
字
と
な
る
と
其
れ
は
半
端
な
数
で
は
な
い
し
、「
史
」
と
な
る

と
言
う
の
も
八
歳
や
十
歳
で
な
る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
の
で
、

「
小
學
に
入
る
」
と
い
う
の
は
有
る
特
定
の
場
所
や
機
関
に
入
る

こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
恐
ら
く
「
文
字
を
学
習
す
る

段
階
に
入
る
」
ぐ
ら
い
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。『
漢
書
』
の
中
に
、
杜
林
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
で
、「
其
正

文
字
、
過
于
鄴
、
竦
。
故
世
言
小
學
者
由
杜
公
」
と
あ
り
、
ま
た

唐
蘭
の
指
摘
に
拠
れ
ば
顔
師
古
の
、「
張
吉
憂
長
小
學
」
に
対
す

る
注
に
は
、「
小
學
謂
文
字
之
學
也
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

上
記
の
引
用
文
に
は
ほ
か
に
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
箇
所
が
あ

る
。
其
れ
は
「
人
用
其
私
」
と
い
う
語
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
顔
師
古
は
、「
各
任
私
意
而
爲
字
（
各
々
私
意
に
任
せ
て
字
を

爲
る
）」
と
註
解
を
施
し
て
い
る
。
つ
ま
り
当
時
は
正
し
い
文
字

と
言
う
も
の
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
人
々
は
勝
手
に
文
字
を
作
る
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
謂
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
注
意
を
払

っ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一　

漢
代
の
教
養
文
化
教
育

　
『
禮
記
巻
八
・
内
則
』
に
、

　

子
能
食
、
食

以
右
手
、
能
言
男
唯
、
女
兪
、
男
鞶
革
、
女
鞶

絲
。
六
年

之
數
與
方
名
、
七
年
男
女
不
同
席
、
不
共
食
。
八
年

出
入
門
戶
及

席
飲
食
、
必
後
長
者
、
始

之
譲
、
九
年

之
數

日
、
十
年
出
就
外
傅
、
居
宿
於
外
、
學
書
記
、
衣
不
帛
襦
袴
、
禮

帥
初
、
朝
夕
學
幼
儀
、
請
肆
簡
諒
。（
子
能
く
食
す
れ
ば
、
食
は

右
手
を
以
て
す
る
を

へ
、
能
く
言
へ
ば
男
は
唯
を
、
女
は
兪

を
、
男
は
革
を
鞶
と
し
、
女
は
絲
を
鞶
と
す
る
を
教
ふ
。
六
年
に

し
て
之
に
數
と
方
名
を

へ
、
七
年
に
し
て
男
女
席
を
同
じ
ふ
せ

ず
、
食
を
共
に
せ
ず
。
八
年
に
し
て
出
て
門
戶
に
入
り
て
席
に

き
て
飲
食
に
及
べ
ば
、
必
ず
長
者
よ
り
後
れ
、
始
め
て
之
に
譲
る

を

ふ
。
九
年
に
し
て
之
に
數
日
を

へ
、
十
年
に
し
て
外
傅
に

就
き
、
外
に
居
宿
し
、
書
き
記
す
る
を
學
び
、
不
帛
の
襦
袴
を
衣

る
。
禮
び
て
初
を
帥
び
き
、
朝
夕
幼
儀
を
學
び
、
簡
諒
を
肆
ふ
を

請
ふ
。）

　

と
あ
る
か
ら
、
漢
代
で
は
（
禮
記
が
何
時
の
時
代
に
成
っ
た
の

か
は
は
っ
き
り
解
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
般
的
に
は

漢賦に記された物名と其の漢字及び字典
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三

『
周
禮
』『
儀
禮
』
と
同
じ
く
、
周
代
の
も
の
と
さ
れ
る
が
、
恐
ら

く
春
秋
期
、
戦
国
期
を
経
た
後
、
漢
代
に
な
っ
て
か
ら
、
儒
教
の

隆
盛
に
随
っ
て
、
孔
子
の
愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
周
代
の
制
度
、

儀
礼
習
俗
な
ど
を
あ
る
程
度
理
想
的
に
再
構
築
し
て
書
き
著
し
た

物
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。）
六
歳
で
漢
字
ば
か
り
で
な
く
、
数

な
ど
も
教
え
て
い
た
と
謂
う
こ
と
が
解
か
る
。
そ
れ
に
儒
教
の
経

典
の
『
禮
記
』
で
は
周
の
理
想
に
合
う
べ
く
幼
い
子
供
た
ち
に
も

男
女
の
道
を
教
え
、
年
長
者
を
敬
う
と
謂
う
よ
う
な
「
人
倫
の

道
」
ま
で
も
教
育
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
其
れ
は
さ
て
お
き

こ
こ
で
は
っ
き
り
と
見
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
漢
代
に
お
い
て

は
、
か
な
り
若
い
と
き
か
ら
文
字
を
習
い
覚
え
、
つ
い
で
社
会
的

に
出
世
の
道
を
辿
る
た
め
に
は
九
千
に
も
の
ぼ
る
文
字
を
覚
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
謂
う
事
で
あ
る
。
し
か
も
其
れ
は
正
し

い
文
字
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
何
故
か
と
い
え
ば
当
時
文

字
を
自
分
勝
手
に
書
い
た
り
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た

か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二　

�
史
籒
偏
�
�
蒼
頡
�
�
爰
歷
�
�
博
學
�

　

さ
て
『
漢
書
・
藝
文
志
』
は
続
け
て
更
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。

　
「『
史
籒
篇
』
者
、
周
時
史
官

學
童
書
也
、
與
孔
氏
壁
中
古
文

異
體
。『
蒼
頡
』
七
章
者
、
秦
丞
相
李
斯
所
作
也
、『
爰
歷
』
六
章

者
、
車
府
令
趙
高
所
作
也
、『
博
學
』
七
章
者
、
太
史
令
胡
母
敬

所
作
也
、
文
字
多
取
『
史
籒
篇
』、
而
篆
體
復
頗
異
、
所
謂
秦
篆

也
。
是
時
始
造
隷
書
矣
、
起
於
官
獄
多
事
、
苟
趨
省
易
、
施
之
徒

隷
也
。
漢
興
、
閭
里
書
師
合
『
蒼
頡
』、『
爰
歷
』、『
博
學
』
三
篇
、

斷
六
十
字
以
爲
一
章
、
凡
五
十
五
章
、
幷
爲
『
蒼
頡
篇
』。
武
帝

時
司
馬
相
如
作
『
凡
將
篇
』、
無
復
字
。
元
帝
時
黃
門
令
史
游
作

『
急
就
篇
』、
成
帝
時
將
作
大
匠
李
長
作
『
元
尚
篇
』、
皆
『
蒼
頡
』

中
正
字
也
。『
凡
將
』
則
頗
有
出
矣
。
至
元
始
中
、
徴
天
下
通
小

學
者
以
百
數
、
各
令
記
字
所
庭
中
。
揚
雄
取
其
有
用
者
以
作
『
訓

纂
篇
』、
順
續
『
蒼
頡
』、
又
易
羣
書
所
載
略
備
矣
。『
蒼
頡
』
多

古
字
、
俗
師
失
其
讀
、
宣
帝
時
徴
齊
人
能
正
讀
者
、
張
敞
從
受

之
、
傳
至
外
孫
之
子
杜
林
、
爲
作
訓
故
、
幷
列
焉
。」（『
史
籒
篇
』

は
、
周
の
時
史
官
の
學
童
を

え
る
書
で
あ
る
。
孔
氏
の
壁
中
の

古
文
と
は
體
を
異
に
す
。『
蒼
頡
』
七
章
は
、
秦
の
丞
相
李
斯
の

作
る
所
な
り
、『
爰
歷
』
六
章
は
、
車
府
令
の
趙
高
の
作
る
所
な

り
、『
博
學
』
七
章
は
、
太
史
令
胡
母
敬
の
作
る
所
な
り
、
文
字

は
多
く
『
史
籒
篇
』
に
取
る
、
而
し
て
篆
體
復
た
頗
る
異
な
り
、

所
謂
秦
篆
な
り
。
是
の
時
始
め
て
隷
書
を
造
る
な
り
、
官
の
獄
に

多
事
起
こ
り
、
苟
さ
か
省
易
に
趨
は
む
と
し
て
、
之
を
徒
隷
に
施

さ
ん
と
す
る
な
り
。
漢
興
り
、
閭
里
の
書
師
『
蒼
頡
』、『
爰
歷
』、

『
博
學
』
三
篇
を
合
わ
せ
、
六
十
字
を
斷
じ
て
一
章
と
し
、
凡
そ

漢賦に記された物名と其の漢字及び字典
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五
十
章
、
幷
せ
て
『
蒼
頡
篇
』
と
す
。
武
帝
の
時
司
馬
相
如
『
凡

將
篇
』
を
作
り
、
復
字
無
し
。
元
帝
の
時
黃
門
令
の
史
游
『
急
就

篇
』
を
作
り
、
成
帝
の
時
將
作
大
匠
の
李
長
が
『
元
尚
篇
』
を
作

り
、
皆
『
蒼
頡
』
の
中
の
正
字
な
り
。『
凡
將
』
は
則
ち
頗
る
出

る
と
こ
ろ
有
る
な
り
。
元
始
中
に
至
り
て
、
天
下
に
令
し
て
小
額

に
通
ず
る
者
數
百
を
以
て
徴
し
、
各
々
令
し
て
字
を
庭
中
に
記
さ

し
む
。
揚
雄
は
其
の
有
用
な
る
者
を
取
り
て
以
て
『
訓
纂
篇
』
を

作
り
、
順
じ
て
『
蒼
頡
』
に
續
く
、
ま
た
羣
書
載
せ
る
は
略
備
ふ

な
り
。『
蒼
頡
』
の
多
く
は
古
字
な
り
、
俗
師
其
の
讀
み
を
失
ふ
、

宣
帝
の
時
齊
人
の
能
く
正
し
く
讀
む
者
を
徴
し
、
張
敞
從
ひ
て
之

を
受
け
、
傳
へ
て
外
孫
の
杜
林
に
至
り
、
為
に
訓
故
を
作
り
、

せ
て
列
す
る
な
り
。）

　

此
処
に
謂
う
「
学
童
」
の
「
童
」
と
は
、
今
謂
う
と
こ
ろ
の
単

な
る
「
わ
ら
べ
」
で
は
な
い
。
童
字
は
『
說
文
』
に
、「
男
有
辠

曰
奴
奴
曰
童
女
曰
妾
从
辛
重
省
聲
（
男
辠
有
る
を
奴
と
曰
ひ
、
奴

は
童
な
り
、
女
は
妾
と
曰
ふ
。
辛
に
从
ひ
、
重
の
省
聲
な
り
。）」

と
あ
る
。

　

即
ち
「
童
」
と
い
う
の
は
下
男
ぐ
ら
い
の
意
味
に
当
た
る
で
あ

ろ
う
。
下
文
の
「
徒
隷
」
に
対
応
す
る
語
で
も
あ
り
、
文
字
を
上

か
ら
習
う
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
下
っ
端
の
下
臣
ぐ
ら
い
の
意
味
で

使
わ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
「
学
童
」
と
い
う
語
で
あ
る
。

三　

�
玉
函
山
房
佚
輯
書
�
の
中
の
�
史
籒
篇
�

　
『
史
籒
篇
』
に
は
、「
周
宣
王
太
史
作
大
篆
十
五
篇
、
建
武
時
亡

六
篇
矣
（
周
の
宣
王
の
太
史
大
篆
十
五
篇
を
作
る
、
建
武
の
時
六

篇
を
亡
ふ
な
り
）」
と
の
注
が
有
る
。
宣
王
は
西
周
の
末
期
で
あ

る
。
三
千
年
も
前
に
作
ら
れ
た
字
典
で
あ
る
。
今
そ
れ
が
ど
ん
な

も
の
で
あ
っ
た
か
知
る
す
べ
は
無
い
。
し
か
し
清
の
馬
国
翰
が
歴

代
の
佚
書
を
集
め
て
編
集
し
た
『
玉
函
山
房
佚
輯
書
』
が
有
り
、

其
の
第
三
冊
目
に
『
史
籒
篇
一
巻
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
書
の
内
容
が
十
九
世
紀
も
中
頃
に
な
っ
て
、
そ
れ
が
如
何

な
る
経
緯
で
発
見
さ
れ
蒐
集
さ
れ
た
か
、
或
い
は
其
の
内
容
の
信

憑
性
は
ど
の
程
度
で
あ
る
の
か
な
ど
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
今

こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
疑
問
は
一
応
不
問
と
い
う
こ
と
に
し
て
少
し

眺
め
て
み
た
い
。
先
ず
こ
れ
に
は
馬
国
翰
竹
吾
甫
の
序
文
ら
し
き

解
説
が
付
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
一
部
を
此
処
に
挙
げ
て
お
く
、

其
れ
は
こ
の
作
者
と
い
わ
れ
る
史
籒
に
つ
い
て
の
記
述
の
部
分
が

参
考
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
史
籒
篇
一
巻
周
宣
王
太
史
籒
撰
籒
姓
佚
史
蓋
官
號
張
懷
瓘
書

斷
云
大
篆
者
周
宣
王
太
史
史
籒
所
作
也
或
云
柱
下
史

以
史
爲
姓

又
引
或
說
以
史
爲
官
存
疑
之
詞
也
漢
書
藝
文
志
小
學
十
家
首
載
史

籒
十
五
篇
云
史
籒
篇
者
周
時
史
官

學
童
也
與
孔
子
壁
中
古
文
異
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五

體
隋
唐
志
皆
不
著
録
佚
已
久
許
愼
說
文
毎
引
之
以
與
古
篆
相
參

（
史
籒
篇
一
巻
は
周
の
宣
王
の
太
史
籒
撰
す
。
籒
は
姓
佚
し
、
史

は
蓋
し
官
號
な
り
。
張
懷
瓘
書
斷
し
て
云
は
く
、
大
篆
は
周
の
宣

王
の
太
史
、
史
籒
の
作
る
所
な
り
。
或
ひ
は
云
は
く
柱
下
史
は

に
史
を
以
て
姓
と
爲
す
。
ま
た
或
る
說
を
引
き
て
史
を
以
て
官
と

爲
す
は
疑
を
存
す
詞
な
り
。
漢
書
・
藝
文
志
は
小
學
十
家
に
首
載

し
て
、
史
籒
篇
は
周
時
の
史
官
が
學
童
に

ふ
な
り
。
孔
氏
壁
中

の
古
文
と
は
體
を
異
に
す
る
な
り
。
隋
唐
志
は
皆
著
録
せ
ず
。
佚

し
て
已
に
久
し
。許
愼
の
說
文
は
毎
に
之
を
引
き
て
相
ひ
參
す
。）」

　

尤
も
王
国
維
は
『
觀
堂
集
林
』
の
「
史
籒
篇
証
序
」
の
中
で
、

「
史
籒
爲
人
名
之
疑
問
也
」
と
し
、「
說
文
云
籒
讀
也
又
云
讀
籒
書

也
古
籒
讀
二
字
同
音
同
義
」「
左
氏
古
文
繇
本
作
籒
逸
周
書
之
繇

書
亦
當

籒
書
矣
籒
書
爲
史
之
専
職
昔
人
作
字
書
者
其
首
句
蓋
云

大
史
籒
書
以
目
下
文
後
人
因
取
首
句
史
籒
二
字
名
其
篇
」
と
述
べ

て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、『
玉
函
山
房
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
史

籒
篇
』
は
極
僅
か
で
、
約
二
百
三
十
二
字
で
あ
る
。

四　

�
玉
函
山
房
佚
輯
書
�
の
中
の
�
蒼
頡
篇
�

　

次
に
『
玉
函
山
房
』
に
は
『
蒼
頡
篇
』
の
残
巻
も
収
録
さ
れ
て

い
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
字
数
は
一
千
五
字
で
あ
る
。
其
の
序
文

に
は
、
前
に
掲
げ
た
『
漢
書
・
藝
文
志
』
に
続
け
て
、

　
「
茲
據
合
輯
以
成
文
句
者
列
前
兩
字
者
次
之
一
字
者
又
次
之
吾

衍
學
古
編
謂
蒼
頡
十
五
篇

是
說
文
目
録
五
百
四
十
字
許
氏
分

爲
毎
部
之
首

據
編
録

以
諸
書
所
引
單
字
屬
各
部
首
字
下
以
便

省
覧
漢

天
下
四
語
當
在
揚
雄
班
固
所
續
篇
内
故
録
于
後
張
郭
注

三
蒼
合
訓
纂
滂
喜
注
之
然
諸
引
蒼
頡
篇
皆
及
注
爲
張
爲
郭
不
能
區

分
故

題
姓
名
於
前
而
於
所
引
二
家
必
詳
書
以
別
之
其
或
引
三
蒼

與
蒼
頡
字
同
者
悉
入
此
篇
亦

詳
注
於
下
至
渾
引
三
蒼
而
不
知
何

篇
者
別
輯
爲
三
蒼
一
巻
杜
林
書
亦
別
輯
録
以
其
字
皆
篇
中
正
字
故

備
収
入

及
其
說
焉
夫
小
學
書
自
史
籒
篇
外
此
最
近
古
且
爲
許
氏

說
文
所
取

藉
溯
字
源
當
不
迷
於
嚮
往
也
（
茲
に
合
輯
に
據
づ
い

て
、
文
句
を
成
す
者
は
前
に
列
べ
、
兩
字
の
者
は
之
に
次
ぎ
、
一

字
の
者
は
又
た
之
に
次
ぐ
。
吾
衍
く
古
を
學
び
蒼
頡
十
五
篇
を
編

す
。

ち
是
れ
說
文
の
目
録
五
百
四
十
字
は
許
氏
が
毎
部
の
首
を

爲
り
、
並
せ
て
編
録
に
據
づ
き
、

ち
以
て
諸
書
の
引
く
と
こ
ろ

の
單
字
を
以
て
各
部
首
の
字
に
屬
さ
し
む
。）

　

と
あ
る
。

　
『
史
籒
篇
』
は
周
代
宣
王
の
時
代
に
作
ら
れ
た
と
い
う
が
、
其

れ
は
西
周
の
末
期
で
、
Ｂ
Ｃ
、
九
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
Ｂ
Ｃ
，
八

世
紀
の
始
め
に
か
け
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
文
字
史
の
上
か
ら

い
う
と
、
殷
か
ら
周
に
替
わ
っ
て
約
二
百
年
余
り
、
春
秋
諸
子
百
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家
の
多
く
の
哲
学
的
理
論
の
出
さ
れ
る
前
で
あ
る
か
ら
当
然
未
だ

金
文
の
時
代
で
あ
る
。
紙
は
も
と
よ
り
、
帛
書
、
木
簡
竹
簡
も
未

だ
世
に
現
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
時
代
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

時
代
に
編
纂
さ
れ
と
謂
う
字
典
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
体
裁
の

も
の
で
あ
っ
た
か
、
其
の
規
模
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
、
つ
ま
り
は
何
字
ぐ
ら
い
の
文
字
が
収
録
さ
れ
て
い
た
の
か
、

全
く
想
像
も
出
来
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
西
周
の
末
期
の

成
書
と
は
、
歴
史
的
な
当
時
の
需
要
、
素
材
の
状
況
、
当
時
の
文

献
内
容
の
発
展
状
況
な
ど
を
勘
案
し
て
み
る
と
少
し
早
す
ぎ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
蘇
宝
栄
が
、
一
九
九
三
年
に
刊
行
し
た
『
説
文

解
字　

導
読
』
に
書
い
た
よ
う
に
恐
ら
く
其
れ
は
戦
国
期
に
ま
で

降
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
今
こ
の
『
玉
函
山
房
』
に
集
め
ら
れ
た

『
史
籒
篇
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
が
、
其
の
後
の
漢
字
の
何
に
当

た
る
か
も
、
文
字
の
影
印
そ
の
も
の
が
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
に
は

っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
こ
れ
等
に
は
、
全
部
に
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
が
、
一
応
双
行
子
書
き
の
部
分
に
、『
說
文
解
字
』
と

『
玉
篇
』
で
の
部
首
の
所
属
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

五　

漢
賦
と
�
史
籒
篇
�
の
文
字

　

特
に
漢
賦
が
、
其
の
用
語
の
中
に
多
く
の
草
木
、
鳥
獣
、
蟲
魚

を
取
り
入
れ
た
為
に
そ
れ
ら
の
物
名
を
あ
ら
わ
す
文
字
を
必
要
と

し
た
と
謂
う
ば
か
り
で
な
く
、
馬
の
形
態
や
女
性
及
び
女
性
の
衣

類
衣
装
な
ど
の
繊
細
華
麗
な
有
り
様
を
表
現
す
る
た
め
の
文
字
な

ど
を
新
た
に
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
か
ら
、
そ
れ
ら
の

文
字
は
、
そ
れ
ま
で
の
常
用
の
文
字
と
如
何
に
異
な
っ
て
い
た
か

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
於
い
て
考
え
て
見

た
い
の
で
あ
る
。

　

先
ず
漢
賦
で
は
極
め
て
多
い
草
の
名
前
、
つ
ま
り
草
冠
の
文
字

は
『
史
籒
篇
』
で
は
三
字
し
か
採
ら
れ
て
い
な
い
。
其
の
字
と

は
、
後
の
蓬
、
蓐
、

に
当
る
字
で
あ
る
。

　

蓬
字
は
、
こ
こ
で
は

と
あ
り
『
說
文
』
に
、「

蒿
也
从

艸
逢
聲　
籒
文
蓬
省
（

は
蒿
な
り
、
艸
に
从
ふ
、
逢
聲

は
籒
文
で
蓬
の
省
）」
と
あ
る
。

　
蓐
字
は
同
じ
く
こ
こ
で
は

と
あ
り
『
說
文
』
に
、「

陳

艸
復
生
也
从
艸
辱
聲
一
曰
蔟
也
凡
蓐
之
屬
皆
从
蓐

籒
文
蓐
从

（
陳
艸
に
し
て
復
生
な
り
、
艸
に
从
ひ
、
辱
聲
な
り
。
一
に
曰

く
蔟
な
り
、
凡
そ
蓐
の
屬
は
皆
な
蓐
に
从
ふ
。

は
籒
文
の
蓐

で

に
从
ふ
。）」
と
あ
る
。

　

ま
た
三
字
目
の

は
こ
こ
で
は

で
と
り
や
は
り
『
說
文
』

に
、「

抜
去
田
艸
也
（

は
田
の
艸
を
抜
く
な
り
、）」
と
あ
っ

て
、
物
品
の
名
で
は
な
い
。
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次
に
木
偏
の
字
を
見
て
み
る
と
、『
史
籒
篇
』
に
は
四
文
字
で

あ
る
。
そ
れ
ら
は
後
の
漢
字
の
枱
、
桮
、
槃
、
櫑
に
当
た
る
字
で

あ
る
。

　
枱
字
は
、
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
は
、「

耒
耑

也
」「

或
从
金
、

籒
文
从

」
と
あ
る
。
耒
耑
と
は
、

「
畑
を
切
り
拓
く
」
の
意
味
で
あ
る
か
ら

当
然
物
名
で
は
な
い
。

　
桮
字
は
、
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

也
」

「

籒
文
桮
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
「
さ
か
ず
き
、
杯
、
盃
」
の

意
味
で
あ
っ
て
、
木
の
名
前
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

　

槃
字
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

承
槃
也
」

「

古
文
从
金
、

籒
文
从
皿
」
と
あ
る
。
承
槃
と
は
承
盤

と
同
じ
で

酒
樽
や
酒
壷
を
載
せ
る
台
の
こ
と
を
言
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
故
に
此
れ
も
物
名
を
表
し
た
も
の
で
は
な
い

　

櫑
字
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

龜
目
酒
尊

刻
木
作
雲
雷
象
象
施
不
窮
也
」「

櫑
或
从
缶

櫑
或
从
皿

籒
文
櫑
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
盃
の
類
で
あ
っ
て
、
木
の
名
前

で
は
な
い

　

次
に
魚
偏
を
見
る
と

四
字
あ
る
。
こ
の
四
字
そ
れ
ぞ
れ
、

鰖
、
鱠
、
魴
、

で
あ
る

　

鰖
は
こ
こ
で
は

で
と
り
、『
說
文
』
で
は
、

で
と
っ
て
あ

り
、「

魚
子
已
生
者
（
魚
の
子
で
已
に
生
れ
た
る
者
）」

「

籒
文
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
魚
の
名
前
で
は
な
い
が
、
其
の

生
息
の
種
類
を
表
し
た
物
名
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

鱠
は
『
說
文
』
に
は
無
い
。
王
力
の
編
輯
し
た
『
王
力
古
漢
語

字
典
』
に
よ
る
と
、『
呉
越
春
秋
・
闔
閭
内
傳
』
に
、「
呉
王
聞
三

師
將
至
、
治
魚
爲
鱠
（
呉
王
三
師
之
將
に
至
ら
ん
こ
と
を
聞
き
、

魚
を
治
し
て
鱠
を
爲
ら
ん
と
す
）」
と
あ
る
し
、
枚
乘
の
『
七
發
』

に
、「
薄
耆
之
炙
、
鮮
鯉
之
鱠
（
薄
い
耆
の
炙
り
も
の
、
鮮
な
る

鯉
の
鱠
）」
と
も
有
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
調
理
の
名
で
あ
る
。
日

本
で
謂
う
「
な
ま
す
」
で
あ
ろ
う
。

　

は
こ
こ
で
は

、『
說
文
』
に
は
、
魴
で
採
り
、「

赤

尾
魚
」「

魴
或
从
旁
」
と
あ
る
。

　

は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
も
、

で
採
り
、「

捕
魚
也
（
魚
を
捕
へ
る
な
り
）」「

篆
文

从
魚
」
と
あ
る
。

以
上
で
見
る
と
魴
だ
け
が
魚
の
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
の
一

つ
は
生
息
種
類
の
名
。
今
一
つ
は
魚
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
料
理
の

名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
依
っ
て
物
名
と
し
て
は
三
字
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　

次
に
鳥
偏
の
字
を
見
て
み
る
と
、
九
字
有
る
。
鶏
、
雛
、
鵰
、

雁
、
鴟
、

、

、

、

で
あ
る
。
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鶏
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

知
時
畜
也
、

籒
文
鶏
从
鳥
」
と
あ
る
。

　

雛
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

鶏
也
、」

「

籒
文
雛
从
鳥
」
と
あ
る
。

　

鵰
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「
鷻
也
」「

籒

文
鵰
鵰
从
」
と
あ
る
。

　

雁
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

鳥
也
」
亦
此

れ
に
は
徐
鉉
の
注
が
つ
い
て
お
り
、
そ
れ
に
は
、「
臣
鉉
等
曰
雁

知
時
鳥
大
夫
以
爲
摯
昬
禮
用
之
故
从
人
」
と
あ
る
。

　

鴟
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に

で
採
り
、「

也
」

「

籒
文

从
鳥
」
と
あ
る
。

　

は
こ
こ
で
は

に
と
り
『
說
文
』
に
、「

九
雇
農
桑
候

鳥
扈
民
不
婬
者
也
春
雇
鳻
盾
夏
雇
竊
藍
玄
秋
雇
竊
藍
冬
雇
竊
黄
棘

雇
竊
丹
行
雇
唶
唶
宵
雇
嘖
嘖
桑
雇
竊
脂
老
雇
鷃
也
」「

籒
文

雇
从
鳥
」
と
あ
る
。

　

は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に

で
採
り
、

「

屬
」「

籒
文

从
鳥
」
と
あ
る
。

　

は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、
鸇
で
採
り
、「

鷐
風
也
」「

籒
文
鸇
从

」
と
あ
る
。

　

は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、

で
採
り
、

「

鼠
形
飛
走
且
乳
之
鳥
也
从
鳥
也
」「

籒
文

」と
あ
る
。

　

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
あ
ま
り
は
っ
き
り
と
は
解
か
ら
な
い

も
の
も
あ
る
が
、
鳥
偏
九
字
の
う
ち
鳥
の
名
前
と
思
わ
れ
る
も
の

は
七
字
で
あ
る
。

　

次
に
馬
偏
の
文
字
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
名
前
や
種
類
と
い
う
よ

り
も
、
其
の
色
や
形
や
役
割
に
よ
る
呼
称
の
違
い
で
あ
る
。
当
時

の
生
活
に
密
着
し
た
名
詞
で
あ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
物
名
と
し
て

い
い
で
あ
ろ
う
。

　

馬
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

怒
也
武
也
象

馬
頭
髦
尾
四
足
之
形
」「

古
文

籒
文
馬
與

同
有
髦
」

と
あ
る

　

騧
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

黄
馬
黒
喙
」

「

籒
文
騧
」
と
あ
る

　

は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

馬
小
皃
」

「

籒
文
从

」
と
あ
る
。

　

駕
は
こ
こ
で
は

に
と
り
『
說
文
』
に
、「

馬
在
軛
」

「

籒
文
駕
」
と
あ
る

　

次
に
女
偏
の
文
字
は
七
字
採
ら
れ
て
い
る

　
妘
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
で
は
、「

祝
融
之
後

姓
也
」「

籒
文
妘
从
員
」
と
あ
る
。

　

婚
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

婦
家
也
禮
娶

婦
以
昏
時
婦
人
陰
也
故
曰
婚
从
女
从
昏
」「

籒
文
婚
」
と
あ
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姻
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

壻
家
也
女
之

所
因
故
曰
姻
从
女
从
因
」「

籒
文
姻
从

」
と
あ
る
。

　

妣
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

歿
母
也
」

「

籒
文
妣
省
」
と
あ
る

　

媧
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

古
之

聖
女

化
萬
物
者
也
」「

籒
文
媧
从

」
と
あ
る
。

　
孌
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に

で
と
り
「

順

也
」「
詩
曰
婉
兮

兮
」「

籒
文

」
と
あ
る
。
こ
の
字
は

『
玉
函
山
房
』
の
親
字
と
は

其
の
形
が
些
か
異
な
る
よ
う
で
あ

る
が
、
籒
文
と
し
て
は
同
じ
な
の
で

恐
ら
く
こ
の
字
が
孌
に
当

た
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う

　
『
玉
函
山
房
』
の
『
史
籒
偏
』
に
は
も
う
一
字
採
ら
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
は
っ
き
り
と
「
說
文
女
部
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
影

印
が
は
っ
き
り
し
な
い
為
に
判
別
で
き
な
い
。

　

此
処
に
収
め
ら
れ
た
女
偏
の
文
字
は
最
後
の
「
孌
」
を
除
い
て

ほ
か
は
、「
媧
」
が
古
代
神
話
上
の
女
神
の
名
前
で
あ
る
以
外
は

す
べ
て
古
来
の
伝
統
的
な
家
庭
に
お
け
る
女
性
の
あ
り
方
を
表
し

た
字
で
あ
り
、
細
や
か
な
女
性
の
姿
形
振
る
舞
い
等
を
表
現
し
た

文
字
で
は
な
い
。
し
か
し
時
代
が
く
だ
る
に
つ
れ
て
増
加
し
て
い

く
女
性
の
家
庭
的
な
役
割
、
社
会
的
な
役
割
、
又
そ
れ
ら
の
種
類

な
ど
社
会
の
変
化
を
見
る
に
は
い
ず
れ
も
重
要
な
概
念
を
表
し
た

物
で
あ
る
の
で

其
の
七
字
と
い
う
数
は
大
い
に
意
味
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る

　

次
は
糸
偏
の
文
字
で
あ
る
が

此
れ
は
四
字
存
在
す
る
。

　

系
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

繋
也
」「

系
或
从
毄
處
、

籒
文
系
从
爪
絲
」
と
あ
る
。

　

繒
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

帛
也
」「

籒
文
繒
从
宰
省

揚
雄
以
爲
漢
律
祠
宗
廟
丹
書
告
」
と
あ
る
。

　

紟
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

衣
系
也
」

「

籒
文
从
金
」
と
あ
る
。

　

弁
は
本
来
辦
字
や
辧
字
の
略
体
字
で

現
代
の
日
本
で
は
「
弁

当
」
な
ど
に
使
わ
れ
る
「
弁
」
字
で
あ
る
が

糸
偏
と
は
関
係
が

な
い
。
し
か
し

玉
函
山
房

の
中
で
は
こ
れ
等
と
は
異
な
る
字

で
あ
る
ら
し
く
、
其
の
籒
文
は

と
な
っ
て
い
て
、
糸
偏
の
部

類
に
入
っ
て
い
る
が
、
意
味
は
は
っ
き
り
し
な
い

又
『
說
文
』

に
は
こ
の
字
は
無
い
様
で
あ
る

　

繘
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

綆
也
」

「

古
文
从
絲
、

籒
文
繘
」
と
あ
る
。
因
み
に
「
綆
」
は

『
說
文
』
に
、「
汲
井
綆
也
」
と
あ
る

　

以
上
見
て
く
る
と
糸
偏
四
字
の
中
で
、
は
っ
き
り
と
物
品
名
と

解
か
る
も
の
は
二
字
で
あ
る
。
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こ
の
外
、
玉
偏
、
虫
偏
な
ど
も
文
字
も
探
し
た
い
の
で
あ
る

が
、
残
念
な
が
ら
こ
こ
に
は
虫
偏
は
た
だ
「
虹
」
が
あ
る
の
と
、

「
黽
」
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

虹
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

螮
蝀
也
、
狀

似
蟲
」「
明
堂
月
令
曰
虹
始
見
」「

籒
文
虹
从
申
、
申
電
也
」

と
あ
る

　

黽
は
こ
こ
で
は

で
と
り
『
說
文
』
に
、「

鼃
黽
也
、
从

它
、
象
形　

黽
頭
與
它
頭
同
」「

籒
文
黽
」
と
あ
る
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、『
玉
函
山
房
』
に
取
ら
れ
て
い
る
『
史

籒
篇
』
は
、『
史
籒
篇
』
全
体
か
ら
言
え
ば
お
そ
ら
く
極
く
僅
か

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
偏
傍
に
よ
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
る
と
、
そ
れ
な
り
の
体
裁
と
順
序
に
よ
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
此
れ
ま
で
見
て
き
た
偏
旁

に
よ
る
文
字
は
、
或
い
は
其
の
偏
旁
の
字
と
し
て
は
『
史
籒
篇
』

に
見
え
る
そ
れ
ら
の
文
字
の
総
て
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
の

よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
後
代
、
漢
賦
な
ど
に
登
場
す
る
草
冠
や

木
偏
の
字
は
ほ
と
ん
ど
が
物
の
名
前
で
あ
る
こ
と
を
思
い
合
わ
せ

る
と
、
こ
の
時
代
、
つ
ま
り
『
史
籒
篇
』
の
作
ら
れ
た
時
代
と
い

う
の
は
、
物
の
名
前
は
『
詩
経
』
や
『
楚
辞
』
な
ど
の
存
在
か
ら

考
え
て
数
多
く
あ
っ
た
と
謂
う
こ
と
は
間
違
い
の
無
い
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
を
表
す
文
字
は
必
ず
し
も
完
備
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
と
謂
う
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

六　

漢
賦
と
�
蒼
頡
篇
�
の
文
字

　

次
に
、
や
は
り
『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』
で
、
秦
の
始
皇
帝
の
時

代
に
丞
相
李
斯
が
編
纂
し
た
と
い
う
『
蒼
頡
七
章
』
に
、
車
府
令

趙
高
の
作
っ
た
、『
爰
歷
六
章
』
そ
れ
に
太
史
令
胡
母
敬
の
『
博

學
七
章
』
の
三
篇
を
合
わ
せ
て
、
閭
里
の
書
師
が
作
っ
た
と
謂
わ

れ
る
『
蒼
頡
篇
』
を
見
て
み
た
い
。
先
ず
草
冠
の
字
は
十
字
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

董
は
『
玉
函
山
房
』
本
の
説
解
に
「
藕
根
」
と
あ
る
『
說
文
』

に
「

鼎
董
也
」「
杜
林
日
藕
根
」
と
す
る
。

　

は
説
解
に
、「
艸

貌
」
と
あ
る
。
此
れ
は
『
說
文
』
は

で
と
り

と
あ
っ
て
、
他
は
『
玉
函
山
房
』
本
の
説
解
と

全
く
同
じ
で
あ
る

　

の
説
解
は
、「
从
多
」「
渠
智
反
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
字
そ
の
も
の
は
『
說
文
』
に
は
無
い
が

芰
字
の
説
解
の
中

の
籒
文
別
体
字
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る

其
の
説
解
に
は
、

「
蔆
也
」「

杜
林
說
芰
从
多
」
と
あ
る
。

　

芸
は
、
旧
体
字
「
藝
」
の
新
体
字
で
は
な
く
、
本
来
の
芸
字
で

あ
る
。
説
解
に
は
、「
芸
藁
葉
似
斜
藁
可
食
、
春
秋
有
白
蒻
、
可
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食
之
」
と
あ
る
。『
說
文
』
に
は
、「
艸
也
、
似
目
宿
、
从
艸
云

聲
、
淮
南
子
說
、
芸
艸
可
以
死
復
生
」
と
あ
り
、
徐
鉉
の
音
注

は
、「
王
分
切
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
日
本
の
漢
音
と
し
て
は

「
ウ
ン
」
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
現
代
中
国
語
に
は
、
藝
字
の
簡
体

字
で
は
な
い
本
来
の
芸
字
が
今
も
蔬
菜
の
名
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。

　

蔚
は
「
草
木
盛
貌
」
の
説
解
が
付
い
て
い
る
。『
說
文
』
に

は
、「

牡
蒿
也
」
と
あ
る
。

　

薄
は
、「
微
也
」
と
有
る
。『
說
文
』
に
は
、「

林
薄
也
、

一
曰
蠶
薄
」
と
あ
る

　

茸
は
、「
草
貌
」
と
あ
る
。『
說
文
』
に
は
、「

艸
茸
茸
皃
」

と
あ
る

　

苗
は
「
禾
之
秀
者
也
」
と
あ
り
。『
說
文
』
で
は
、「

艸
生

於
田
者
」
と
あ
る

　

葷
は
「
辛
菜
也
」
と
あ
る
。『
說
文
』
で
は
、「

臭
菜
也
」

と
あ
る

　

蓐
は
「
薦
也
」
と
あ
る
『
說
文
』
に
は
、『
史
籒
篇
』
の
と

こ
ろ
で
掲
げ
た
よ
う
に
、「

陳
艸
復
生
也
、　

艸
辱
聲
、
一
曰

蔟
也
」「

籒
文
蓐
从

」
と
あ
る
。

　

は
説
解
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
注
が
あ
り
、
そ
れ
に

は
、「
説
文
首
部
首
第
十
四
」
と
あ
る
が
『
說
文
』
に
は
此
れ
に

当
た
る
字
は
見
当
た
ら
な
い

　

以
上
所
謂
草
の
名
前
と
し
て
の
字
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
も
の

も
あ
る
が
、
十
字
の
う
ち
六
字
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
木
偏
の
字
で
あ
る
が
、
こ
の
（「『
玉
函
山
房
佚
輯
書
』
中

に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
」
と
い
う
意
味
）『
蒼
頡
篇
』
は

始
め
に
二
字
句
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
、
先

ず
、

　
「
柯
欘
」
が
あ
る
が

こ
れ
に
は
説
解
が
無
い
。『
說
文
』
で

は
、「
柯
」
は
「
斧
柄
也
」
と
あ
り

欘
は
同
じ
く
『
說
文
』
に
、

「

斫
也
、
齊
謂
之
鎡
錤
、
一
曰
斤
柄
性
自
曲
者
」
と
あ
る
。

　
「
比
梳
」
に
つ
い
て
は
「
靡
者
爲
比
、
麄
者
爲
梳
」
と
あ
る
。

『
說
文
』
で
は
、「
梳
」
は
、「

理
髪
也
」
と
あ
る
。

　
「
桎
梏
」
に
つ
い
て
は
「
偏
著
曰
桎
、
參
著
曰
梏
」
と
あ
る
。

「
桎
」
は
『
說
文
』
に
、「

足
械
也
」
と
あ
る
。「
梏
」
は
、

「

手
械
也
」
と
あ
る

　
「
樚
櫨
」
は
「
三
輔
擧
水
具
」
と
あ
る
。「
樚
」
は
『
說
文
』

に
は
、
無
い
よ
う
で
あ
る
。「
櫨
」
は
『
說
文
』
に
、「

柱
上

柎
也
」「
伊
尹
曰
果
之
美
者
、
箕
山
之
東

鳧
之
所
有
櫨
橘
焉
、

夏
孰
也
、
一
曰
宅
櫨
木
出
弘
農
山
也
」
と
あ
る

　

次
に
一
字
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
字
で
あ
る
が

収
録
さ
れ

て
い
る
の
は
二
十
一
字
で
あ
る

先
ず

　

桀
は
『
說
文
』
に
、「

磔
也
、
从
舛
在
木
上
也
、」
と
あ
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構
は
説
解
に
、「
椽
桷
字
」
と
あ
る

ま
た
『
說
文
』
に
は
、

「

蓋
也
」「
杜
林
以
爲
椽
桷
字
」
と
あ
る
。

　

檀
は
、「
木
名
」
と
あ
る
。　
『
說
文
』
に
は
、「

木
也
」。

　

格
は
説
解
に
、「
量
度
也
」、『
說
文
』
に
、「

木
長
皃
」
と

あ
る

　

柱
は
説
解
に
、「
枝
也

誅
僂
切
」
と
あ
り
、『
說
文
』
に
は
、

「

楹
也
」
と
あ
る
。

　

枅
は
説
解
に
、「
柱
上
方
木
也
、
一
名

亦
名
構
櫨
亦
名
枅
亦

名

」「
山
東
江
南
皆
曰
枅
自
陝
以
西
曰

」
と
あ
る
。『
說
文
』

に
は
、「

屋
櫨
也
」
と
あ
る
。

　

植
は
「
種
也
」「
戶
旁
柱
曰
植
」
と
あ
り
、『
說
文
』
に
は
、

「

戶
植
也
」
と
あ
る
。

　

朴
は
、「
木
皮
也
」。『
說
文
』
も
全
く
同
じ
よ
う
に
、「

木

皮
也
」
と
あ
る

　

椎
は
、「
打
物
也
」
と
あ
り
、『
說
文
』
に
は
、「

撃
也
、

齊
謂
之
終
葵
」
と
あ
る

　

檢
は
「
法
度
也
、
檢
亦
攝
也
」
と
あ
り
、『
說
文
』
は
、

「

書
署
也
」
と
あ
る

　

は
、「
平
斗
斛
曰

」
と
あ
り
、『
說
文
』
に
、「

杚
斗

斛
」
と
あ
る

　

樓
は
「
閣
也
、
謂
重
屋
複
道
者
」
と
あ
り
、『
說
文
』
に
は
、

「

重
屋
也
」
と
あ
る
。

　

は
影
印
が
は
っ
き
り
し
な
い
為
に
後
の
ど
の
字
に
当
た
る

か
は
判
断
で
き
な
い

其
の
説
解
も
あ
ま
り
は
っ
き
り
と
は
見
え

な
い
が
、「
盛
盬
物
也
」
と
あ
る
よ
う
で
あ
る

　

槍
は
、「
木
兩
頭
鋭
者
是
也
」
と
あ
る
当
時
は
槍
は
上
下
と

も
に
鋭
い
武
器
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。『
說
文
』
で
は
、「

歫
也
」「
一
曰
槍
欀
也
」
と
あ
る

　

は
説
解
に
、「
疏
也
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。『
說
文
』
に

は
、「

房
室
之
疏
也
」
と
あ
る
。『
說
文
』
に
は
、
是
と
は

別
に
櫳
字
も
あ
り
、「
檻
也
」
と
あ
る

説
文
の
こ
の
両
字
は
恐

ら
く
元
も
と
同
じ
字
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

　
椸
字
は
、
や
は
り
影
印
が
は
っ
き
り
せ
ず
判
読
し
が
た
い
が
説

解
に
「
格
也
」
と
あ
り
、
其
の
註
解
の
末
尾
に
、「
四
分
律
音
義

引
云
格
椸
架
也
」
と
あ
り
、『
說
文
』
は
新
附
に
あ
り
、
其
の
徐

鉉
の
注
に
、「
衣
架
也
」
と
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
こ
の
字
で
あ
ろ

う
。

　

杮
字
は

所
謂
「
か
き
の
み
」
を
表
す
「
柹
」
字
の
或
体
字
で

あ
る
と
こ
ろ
の
「
柿
」
と
は
別
字
で
「
沛
然
と
雨
が
降
る
」
等

の
沛
（
ハ
イ
）
の
系
統
の
字
で
あ
る
『
蒼
頡
篇
』
の
説
解
で
は
、

「
札
也
、
謂
削
木
杮
也
」「
今
江
南
謂
斫
削
木
片
爲
杮

關
中
謂
之

札
、
或
曰
杮
、
札
音
敷
閉
反
」
と
あ
る
。『
說
文
』
で
は
、「

削
木
札
樸
也
」「
陳
楚
謂
櫝
爲
杮
」
と
あ
る
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樂
は
、「
喜
也
」
と
あ
る
。『
說
文
』
に
は
、「

五
聲
八
音

総
名
、
象
鼓
鞞
木
虡
」
と
あ
る

　

東
は
、
説
解
は
全
く
付
い
て
い
な
い
『
說
文
』
の
説
解
を
因

み
に
挙
げ
て
お
く
と
、「

動
也
、
从
木
、
官
溥
說
从
日
在
木

中
」
と
あ
る

　

林
も
説
解
は
全
く
無
い

参
考
に
『
說
文
』
の
説
解
を
掲
げ
て

お
く
と
、「

平
土
有
叢
木
曰
林
」
と
あ
る
。

　

以
上
二
十
字
の
中
で
樹
木
の
名
と
し
て
は
一
字
あ
る
の
み
で
あ

る
。
こ
こ
で
も
漢
賦
に
出
て
く
る
大
量
の
樹
木
名
に
充
当
す
る
よ

う
な
字
は
極
め
て
少
な
い
と
謂
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
馬
偏
の
字
を
挙
げ
て
お
く
と
、『
蒼
頡
篇
』
に
は
馬
字
そ

の
も
の
を
含
め
て
六
字
存
在
す
る
。
先
ず

　

駭
は
説
解
に
、「
驚
也
」「
警
也
」
と
あ
る
。『
說
文
』
の
説
解

は
、『
史
籒
篇
』
の
と
こ
ろ
で
挙
げ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

駐
は
、「
止
也
」
と
あ
る
。『
說
文
』
に
は
、「

馬
立
也
」

と
あ
る

　

驅
は
、「
随
後
曰
驅
」
と
あ
る
。『
說
文
』
に
は
、「

馬
馳

也
」
と
あ
る

　

駛
は
、「
疾
也
」「
古
文
使
字
或
作
駛
同
」
と
あ
る
『
說
文
』

で
は
新
附
に

（

）
で
採
っ
て
い
る
。

　

驂
は
、「
蘇
南
反
、
毛
垂
貌
也
」
と
あ
る
『
說
文
』
で
は
、

「

駕
三
馬
也
」
と
し
て
い
る
。

　

以
上
は
総
て
馬
の
有
様
を
表
現
し
た
字
で
あ
る
。
当
時
の
生
活

の
中
で
馬
の
果
た
す
役
割
が
少
し
づ
つ
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
が

察
せ
ら
れ
る
。

　

次
に
鳥
偏

或
る
い
は
隹
の
字
を
見
る
と
、
二
字
句
で
は
先
ず

　
「
鸕

」、
こ
れ
は
、「
似
鶂
而
黒

音
滋
」
と
あ
る
。「
鸕
」
は

『
說
文
』
に
、
偏
旁
の
入
れ
替
わ
っ
た
字
で
収
録
さ
れ
、「

鸕

也
」
と
あ
る
。
ま
た
「

」
に
就
い
て
も
、
鸕
字
と
全
く
同
じ

說
解
で
あ
る

　
「
鵔

」
は
、「

以
翟
山
鷄
之
屬
、
尾
彩
鮮
明
是
將
飾
冠
以

代
貂
」「
鵔
鸃

鳥
飛
竟
天
漢
以
爲
侍
中
冠
」
と
あ
る
。「
鵔
」

は
、『
說
文
』
に
、「

鵔
鸃

也
」
と
あ
る
。「
鸃
」
は
、「
鵔

鸃
也
」「
秦
漢
之
初
侍
中
冠
鵔
鸃
冠
」
と
あ
る

　

ほ
か
一
字
の
も
の
は
全
部
で
十
三
字
で
あ
る

　

隹
は
こ
の
『
蒼
頡
篇
』
に
説
解
は
な
い
『
說
文
』
に
は
、

「

鳥
之
短
尾
総
名
也
、
象
形
」
と
あ
る
。

　

字
の
説
解
は
な
い
が
、『
說
文
』
は
、「

鳥
張
毛
羽
自

奮
也
」
と
あ
る

　

鳥
は
『
說
文
』
に
、「

長
尾
禽
総
名
也
、
象
形
、
鳥
之
足

似
匕
」
と
あ
る

　
雈
字
は
說
解
が
無
い
が
、『
說
文
』
に
は
、「

鴟
屬
」「
有
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毛
角
所
鳴
、
其
民
有

」
と
あ
る
。

　

瞿
は
、『
說
文
』
に
、「

鷹
隼
之
視
也
」
と
あ
る
。

　
雔
は
、『
說
文
』
に
、「

雙
鳥
也
」
と
あ
る
。

　
雥
は
、『
說
文
』
に
、「

羣
鳥
也
」
と
あ
る
。

　

鳶
は
、
説
解
に
、「

鴟
也
」。『
說
文
』
に
、

で
採
り
、

「

鷙
鳥
也
」
と
あ
る
。
徐
鉉
の
注
に
、「
臣
徐
等
曰
…
今
俗

別
作
鳶
非
是
」
と
あ
る

　

鷖
は
、「
鷗
也
、
生
藕
葉
上

一
名
水
鴞
」
と
あ
る
。『
說
文
』

に
、「

鳧
屬
」「
詩
曰
鳧
鷖
在
梁
」
と
あ
る
。

　

鷸
は
、「
翠
別
名
也
」、『
說
文
』
に
、「

知
天
將
雨
鳥
也
」

「
禮
記
曰
知
天
文
者
冠
鷸
」

　

鷗
は
、「
大
如

」
と
あ
る
。『
說
文
』
に
は
、
こ
の
偏
と
旁
が

入
れ
替
わ
っ
た
字
で
採
っ
て
あ
り
、「

水
鴞
也
」
と
あ
る
。

　
鴞
は
、「
金
琢
鳥
也

見
則
天
下
兵
能
撃
殺
麞
鹿
」
と
あ
る
。

『
說
文
』
に
、「

鴟
鴞
寧
鴂
也
」
と
あ
る
。

　

烏
は
『
說
文
』
に
、「

孝
鳥
也
、
象
形
、
孔
子
曰
烏
盱
呼

也
」「
取
其
助
氣
故
以
爲
烏
呼
」

　

鳥
偏
の
字
は
十
七
字
の
う
ち
鳥
の
名
前
と
思
わ
れ
る
も
の
は
十

二
字
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
「
雙
鳥
」「
羣
鳥
」
な
ど
と
い
う
の

も
一
応
入
れ
て
お
い
た
。

　

次
に
玉
偏
の
字
で
あ
る
が
、
先
ず
二
字
句
の
中
に

　
「
玫
瑰
」
が
有
り

そ
れ
に
は
、「
火
齊
珠
也
」
と
説
解
が
付
い

て
い
る
『
說
文
』
に
は
「
玫
」
は
「
玟
」
で
と
っ
て
お
り
、

「

火
齊
玫
瑰
也

一
曰
石
之
美
者
从
玉
文
聲
」
と
あ
る
。
し

か
し
「
文
聲
」
に
は
些
か
疑
問
が
残
る

瑰
字
は
、『
說
文
』
に
、

「

玟
瑰
从
玉
鬼
聲
、
一
曰
圜
好
」
と
あ
る
。

　

単
字
の
も
の
は
全
部
で
七
字
あ
る

　

玉
字
に
つ
い
て
こ
の

蒼
頡
篇

は
説
解
を
施
し
て
い
な
い

が
、『
說
文
』
に
は
、「

石
之
美
有
五
德
潤
澤
以
温
仁
之
方
也
、

理
自
外
可
以
知
中
義
之
方
也
、
其
聲
舒
揚
専
以
遠
聞
智
之
方

也
、
不
橈
而
折
勇
之
方
也

銳
廉
而
不
技
絜
之
方
也
、
象
三
玉
之

連
｜
其
貫
也
、」
と
あ
る

　

瑗
は
、「
玉
佩
名
」
と
あ
る
。『
說
文
』
で
は
、「

大
孔
璧
、

人
君
上
除
陛
以
相
引
」「
爾
雅
曰
、
好
倍
肉
謂
之
瑗

肉
倍
好
謂

之
璧
」
と
あ
る

　

瑞
は
、「
應
也
、
信
也
、
言
有
善
美
之
德

應
之
信
瑞
也
」
と

あ
る
。『
說
文
』
に
、「

以
玉
爲
信
也
」
と
あ
る
。

　

は
、「
五
色
之
石
也
」
と
あ
り
、『
說
文
』
に
は
、「

石
之

似
玉
者
」
と
あ
る

　

珥
は
、「
珠
在
耳
也

耳
璫
垂
珠
者
曰
珥
」
と
あ
り
、『
說
文
』

に
、「

瑱
也
」
と
あ
る
。
瑱
字
は
『
說
文
』
に
、「

以
玉

充
耳
也
」「
詩
曰
玉
之
瑱
兮
」
と
あ
る

　

珏
は
、「

作

、
雙
玉
爲

、
故
從
兩

」
と
あ
る
。『
說
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文
』
で
は
、
玨
で
採
り
、「
二
玉
相
合
爲
一

」
と
あ
る
。

　

斑
は
「
文
貌
也
、
雜
色
爲
斑
也
」
と
あ
り
、『
說
文
』
に
は
、

こ
の
字
は
採
ら
れ
て
い
な
い

　

所
謂
多
種
多
様
の
玉
が
漢
民
族
世
界
に
豊
富
に
入
り
込
み
、
特

に
漢
民
族
の
高
位
高
官
に
、
或
い
は
其
の
周
り
を
取
り
巻
く
女
た

ち
の
服
飾
装
身
具
に
様
ざ
ま
に
彩
を
添
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
西
域
と
の
交
通
交
易
が
盛
ん
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
其
れ

は
当
然
武
帝
、
張
騫
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
糸
偏
の
文
字
で
あ
る
が

此
れ
は
十
二
字
あ
る
。

　

絃
字
に
説
解
は
無
い
が
『
說
文
』
に
は
弦
は
あ
る
が
絃
字
は

や
は
り
な
い
。
因
み
に
弦
は
「

弓
弦
也
、从
弓
象
絲
軫
之
形
」

と
あ
る

　

糸
は
『
說
文
』
に
、「

細
絲
也
、
象
束
絲
之
形
」
と
あ
る
。

　

は
、「
細
也
」
と
あ
る
が
、『
說
文
』
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る

　

縻
は
「
牛
綱
也
」
と
あ
る
。『
說
文
』
に
は
、「

牛
轡
也
、

縻
或
多
」
と
あ
る

　

紋
は
「
綬
也
」
と
あ
り
、『
說
文
』
に
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。

　

繢
は
「
似
纂
色
赤
、
胡
憒
切
」
と
あ
り
、『
說
文
』
に
は
、

「

織
餘
也
」
と
あ
る
。

　

編
は
「
文
織
也
古
文
辮
字
同
」
と
あ
る
。『
說
文
』
で
は
、

「

次
簡
也
」
と
あ
る
。

　

糾
は
「
縄
二
合
曰
糾
」
と
あ
り
、『
說
文
』
に
は
採
ら
れ
て

は
い
な
い
よ
う
で
あ
る

　

素
は

説
解
は
付
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、『
說
文
』
に
は
、

「

白
緻
繒
也
、
从
糸

（

）
取
其
澤
也
」
と
あ
る
。

　

絲
は
、
説
解
は
無
い
が
、『
說
文
』
に
、「
蠶
所
吐
也
」
と
あ

る
。

　

こ
の
字
は
当
時
の
服
飾
の
多
彩
さ
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
等
の
文
字
の
中
で
製
糸
或
い
は
紡
織
製
品
を
表
す
も
の

は
八
字
で
あ
る
。

　

次
に
女
偏
の
文
字
を
探
っ
て
み
る
と

八
字
存
在
し
て
い
る
。

先
ず

　

女
字
は

こ
の
『
蒼
頡
篇
』
に
は
説
解
が
無
い
。『
說
文
』
で

は
、「

婦
人
也
、
象
形
、
王
育
說
」
と
あ
る
。

　

字
は
、「
加

於
女
也
」
と
あ
る
。『
說
文
』
で
は
、「
女
師

也
」「

杜
林
說
加

於
女
也
」
と
あ
る
。

　

婪
字
は
「
卜
者
黨
相
詐
驗
爲
婪
」
と
あ
る
。『
說
文
』
は
、

「

貪
也
」「
杜
林
說
卜
者
黨
相
詐
驗
爲
婪
」
と
あ
る
。

　

娸
は
、「
醜
也
」
と
あ
る
。『
說
文
』
で
は
、「

人
姓
也
」

「
杜
林
說
娸
醜
也
」
と
あ
る

　

娃
は
「
於
乖
反
」
と
音
の
提
示
の
み
で
あ
る
。『
說
文
』
に
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一
六

は
、「

圜
深
目
皃
、
或
曰
呉
楚
之
間
謂
好
曰
娃
」
と
あ
る
。

　
娭
は
、「
婦
人
賤
稱
」
と
あ
る
。『
說
文
』
に
は
、「

戯
也
」

「
一
曰
卑
賤
名
也
」
と
あ
る

　

は
、「
男
女
私
合
曰

」
と
あ
る
。『
說
文
』
に
は
、「

除
也
、
漢
律
齊
人
予
妻
婢
姦
日
姘
」
と
あ
る

　

嬉
は
、「
戯
笑
也
」
と
あ
る
。『
說
文
』
に
は
、
嬉
字
は
み
あ
た

ら
な
い
。

　

こ
の
『
蒼
頡
篇
』
に
は
女
偏
の
字
が
も
う
一
字
あ
る
が
影
印
が

は
っ
き
り
し
な
い
為
に
判
読
で
き
な
い
。

　

こ
れ
等
の
字
は
女
性
の
あ
り
方
、
様
子
な
ど
の
形
容
語
も
入
っ

て
い
る
が
そ
れ
ら
は
略
六
字
あ
る
。　

七　

漢
賦
に
お
け
る
特
徴
あ
る
漢
字
の
数
と
字
典

　

以
上
ま
と
め
て
見
る
と
、『
史
籒
篇
』
で
の
草
の
名
前
は
字
は

二
字
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
『
蒼
頡
篇
』
で
は
六
字
、
そ
れ
が
『
子

虛
賦
』
で
は
二
十
五
字
余
り
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
子
虛
賦
』

は
字
書
で
は
な
い
。
草
本
を
総
て
挙
げ
よ
う
と
謂
う
意
思
の
も
と

作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
こ
れ
だ
け
多
く
の
草
本

が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
更
に
後
漢
の
『
說
文
解

字
』
に
な
る
と
草
に
関
す
る
文
字
、
手
っ
取
り
早
く
謂
う
と
、
草

冠
に
纏
わ
る
字
は
四
百
五
十
字
に
の
ぼ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
木
の

種
類
で
謂
う
と
、『
史
籒
篇
』
で
は
、
樹
木
に
対
す
る
関
心
が
全

く
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
無
か
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、『
蒼
頡
篇
』

で
は
三
字
と
な
り
、『
子
虛
賦
』
で
は
十
二
字
以
上
と
な
っ
て
い

る
。
更
に
『
說
文
』
で
は
こ
れ
も
四
百
五
十
字
あ
ま
り
あ
る
。
こ

う
し
た
、
事
物
に
関
す
る
表
現
と
文
字
の
極
度
な
増
加
の
事
情
は

上
に
述
べ
た
漢
字
の
対
照
数
を
比
べ
て
み
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ

る
。

　

こ
れ
は
漢
の
武
帝
の
時
代
ま
で
に
そ
れ
だ
け
草
木
が
意
識
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
考
え
て
み
る
と
、『
蒼
頡
篇
』
の
時
代
、
つ

ま
り
秦
代
か
ら
司
馬
相
如
の
漢
の
武
帝
ま
で
は
た
か
だ
か
百
数
十

年
、
百
五
十
年
に
満
た
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
間
に
草
木
に
対
す

る
認
識
が
格
段
に
深
ま
っ
た
と
謂
う
こ
と
に
な
る
。
他
の
字
に
つ

い
て
は
も
う
詳
し
く
述
べ
る
必
要
は
無
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は

『
史
籒
篇
』、
つ
ま
り
戦
国
末
期
か
ら
、『
蒼
頡
篇
』
の
時
代
ま
で

の
そ
れ
ら
の
字
典
に
見
る
草
木
や
他
の
物
品
に
つ
い
て
も
で
あ
る

が
、
そ
の
数
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
其
の
数
の
余
り
の
増
え
方
の

多
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
こ
れ
は
確
か
に
社
会
全
体
と
し
て
組
織
や

機
構
が
よ
り
複
雑
に
な
り
、
そ
の
結
果
物
品
に
対
す
る
関
心
の
度

合
い
と
、
範
囲
の
拡
大
の
速
度
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
も
あ
ろ
う

が
、
恐
ら
く
屈
原
や
司
馬
相
如
等
の
騒
体
、
賦
体
文
の
作
者
達
が

自
分
自
身
で
、
自
分
の
対
物
認
識
と
そ
の
深
化
と
拡
張
化
に
随
っ

漢賦に記された物名と其の漢字及び字典
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一
七

て
、
新
た
に
そ
れ
ら
を
表
現
す
る
言
葉
、
或
い
は
文
字
を
作
成
し

て
い
っ
た
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
し
な
い
と
こ
の
間
の
表

現
文
字
の
伸
長
の
速
さ
と
多
さ
を
理
解
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

因
み
に
『
史
籒
篇
』―

Ａ
、『
蒼
頡
篇
』―

Ｂ
、『
子
虛
賦
』―

Ｃ
、『
上
林
賦
』―

Ｄ
、『
說
文
解
字
』―

Ｅ
の
順
に
そ
こ
に
収
録

さ
れ
た
物
品
の
名
、
種
類
な
ど
、
つ
ま
り
そ
れ
に
関
す
る
偏
や
旁

を
有
す
る
漢
字
の
数
を
挙
げ
て
み
る
。

Ａ　

Ｂ　

Ｃ　

Ｄ　

Ｅ　

　

草―
―

四

六

三
一

四
二

四
五
〇

　

木―
―

四

二
一

二
〇

三
九

四
五
〇

　

魚―
―

四

収
録
無

二

一
一

九
〇

　

鳥―
―

九

一
七

一
二

一
九

一
三
〇

　

馬―
―

四

五

三

七

一
二
〇

　

女―
―

七

八

五

九

二
五
〇

　

糸―
―

五

九

一
八

一
一

二
七
五

　

こ
れ
で
見
る
と
『
說
文
解
字
』
に
収
録
さ
れ
た
字
数
が
格
段
に

多
く
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
の
増
え
方
は
当
然
前
漢
、
後

漢
の
三
百
年
間
を
通
じ
て
と
謂
う
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
述
べ
て
来
た
こ
と
の
根
拠
に
は
確
定
的
で
な
い
要
素
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
。
其
の
一
つ
は
何
よ
り
も
こ
こ
で
取
り
上
げ
た

『
史
籒
偏
』
と
言
い
、『
蒼
頡
篇
』
と
い
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
二

つ
と
も
飽
く
ま
で
も
『
玉
函
山
房
佚
輯
書
』
に
採
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
随
っ
て
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
漢
字
も
残
巻
の
一
部

に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
と
は
言
い
な
が
ら

も
、
些
か
心
許
な
い
話
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
少
し
で
も
戦
国

末
期
か
ら
秦
漢
に
至
ま
で
の
漢
字
の
推
移
の
傾
向
を
読
み
取
る
こ

と
が
出
来
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
の
で
あ
る
。　

　

そ
う
し
て
見
た
と
こ
ろ
か
ら
来
る
結
論
は
、
や
は
り
漢
字
の
増

加
に
は
、
前
漢
後
漢
の
多
く
の
作
賦
家
た
ち
が
深
く
関
わ
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

る
。

（
二
〇
〇
八
年
十
一
月
二
十
八
日
掲
載
決
定
）
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